
まちの人口（平成２２年８月１日現在）

総人口18,658人（△14）　男9,052人（△11）　女9,606人（△3）　世帯数6,971世帯（4）　※（　）内は前月比
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『ただいまを言いたくて、おかえりを聞きたくて』

南会津やまなみ“泊”覧会　開催中 !!

http://www.yamahaku.jp/ 

検索

クリック！

やまはく

2010 年８月号 № 53

七行器行列

７／２２（木）〜７／２４（土）にかけて、日本三大

祇園祭のひとつにも数えられている『会津田島祇園祭』

が行われました。この祭りのメインのひとつ「七行器

行列」は、「日本一の花嫁行列」とも称されています
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副町長に渡部龍一氏就任

横山恒廣教育長ありがとうございました

教育委員に五十嵐竹則氏と渡部謙一氏任命

　私は７月１４日付けで、副町長に就任させていただきました渡部龍
一です。
　南会津町は合併から５年目を迎え、地方分権への流れの中、より自
立した地方行政の運営が求められております。その、大変重要な時期
に重責を担うことに対し、身の引き締まる思いをしております。
　より良いまちづくりを実践するためには、行政だけの力で成り立つ
ものではなく、町民の皆さまのお力添えが必要と考えております。
　住民と行政が知恵を出し合い、力を合わせながら施策に取り組むこ
とが重要であると認識し、行政運営に全力を挙げて取り組んでまいり
ます。
　もとより微力ではございますが、大宅町長の方針のもと、職員と一
致協力し、南会津町の振興のために努力してまいる所存でございます。
　どうぞよろしくお願いいたします。

　７月臨時議会で議会の同意を得て副町長に就任された渡部
副町長から町民の皆さんへのメッセージを掲載します。

　６月定例議会において、議会
の同意を得て、渡部謙一さんと
五十嵐竹則さんが、教育委員会
委員に任命され、６月２５日、
町長室において辞令交付が行わ
れました。

　その後行われた教育委員会の
定例会において、委員の互選に
より、渡部謙一さんが教育委員
長に、五十嵐竹則さんが教育長
に選任されました。

退任式であいさつする横山教育長

旧田島町出身
舘岩総合支所振興課長、

農林課長などを歴任

旧南郷村出身
南郷総合支所長、

会計室長などを歴任

旧田島町出身
開当男山代表取締役
元荒海小ＰＴＡ会長

五十嵐 竹則
（いがらし たけのり）

渡部　謙一
（わたなべ けんいち）

渡部　龍一
（わたなべ りゅういち）

教育長

副町長

教育委員長

　

南
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５
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。
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れ
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つ
さ
れ
ま

し
た
。
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大豆渡区福祉ネットワーク

『できることを、できる人がやる･･･』
これが地域づくりの基本です。そして、できるこ

とを少しずつ広げ、できる人を少しずつ増やして

いけば、きっとすばらしい持続可能な地域づくり

ができるはずです。地区や団体の取り組みを紹介します

地域の力
ち か ら

　大豆渡区では、町の「地域たすけあいモデル事業」に取り組み、

今年で３年目となります。生活の都市化に伴い失われつつある田

舎のよさを取り戻そうと、異世代間の交流をはじめ、住民相互の

交流を深めながら地域づくりに取り組んでいます。

　ゲートボール大会やウォークラリー大会などの区民交流事業を

企画したり、桧沢保育所の七夕飾りや流しそうめんなどのイベン

トにも積極的に協力しています。

　また、ひとり暮らしの方の見守りも兼ねて、週に１回は各家を

訪問するように、役場からの配付物がない毎月第１水曜日には地

区の主なできごとを掲載した「大豆渡区民たより」を、第３水曜

日には翌月の「ごみ出し日程表」をそれぞれ作成し、福祉ネット

ワークの構成員が分担して配付しています。

　今年５月には福祉ネットワークの役員を中心に「大豆渡ボラン

ティア会」が発足し、様々な事業に積極的に協力して区やネット

ワークを支えています。

桧沢保育所での七夕飾りの様子

羽塩区「相互支援の地域づくり」

田島地区老人クラブ子ども見守り隊

　羽塩区では、町の「地域たすけあいモデル事業」の指定を受け

て活動を行い、今年で４年目となります。活動目的は、相互支援

の地域づくりを大きなテーマに掲げ、集落内の支え合いの仕組み

づくりや健康づくりに向けた取り組みを進めています。

　今年度においても、５月９日（日）には集落内にある自然資源

を探索する「健康ウォーキング愛宕様にチャレンジ」を企画し、

１６名で片道５０分の山歩きを行い、健康増進に努めました。

　また、６月６日（日）には、「火災予防と消火訓練」と題して

研修会を開催しました。内容は、来年６月１日から設置が義務付

けられる「住宅用火災警報器設置」について南会津地方広域消防

署の職員から説明を受けるとともに、日中消防団員が不在となる

ことから、「消火器の使い方や消火栓からの放水訓練」も行い、

防災に対する意識を高めることができました。

　今後も、ふれあい交流事業や伝統文化継承事業などを通して相

互支援の地域づくりを進めていきます。

　このたび、田島地区老人クラブ「子ども見守り隊」

が、シニア活動に積極的に取り組み、地域に貢献し

たとしてニッセイ財団より表彰されました。

　今年度のニッセイ財団表彰は、福島県内では、青

少年健全育成分野で６団体、生き生きシニア活動分

野では、子ども見守り隊１団体が選ばれました。

　田島地区老人クラブ「子ども見守り隊」は、平成

１９年４月に発足し、現在は２８０名の隊員が各地

区で活動しています。

　主な活動は、登下校時の事件や交通事故から子ど

もたちを守るため、朝の車の混雑する時間帯に通学

消火器による消火訓練の様子

路に立って事件や事故がないように見張り、子ども

たちの安全を見守っています。

　通学路を含め、“地域の安心･安全を確保するのは

地元住民の責任”という考えのもと、これからも子

どもたちを見守っていきます。
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ひめさゆり森林ウォーク開催

消防操法南会津地方大会で優勝！

りんどうスポ少全国大会出場

　■６月２７日

　第１６回ひめさゆり祭のイベントとして「ひめさゆ

り森林ウォーク」が開催され、３０名の参加者が高清

水自然公園の散策を楽しみました。

　４班に別れた参加者は、レンゲツツジの道やひめさ

ゆりの道など、約２㎞に設定されたコースを「もりの

案内人」の方の説明で散策しました。

　当日は、時折雨が強く降るあいにくの天候でしたが、

参加者の皆さんは、「もりの案内人」のユーモアある

説明に笑いがこぼれるなど終始なごやかな雰囲気の

中、公園内の植物観賞を楽しみました。

　■７月４日

　第３７回福島県消防操法大会南会津地方大会が、会

津高原だいくらスキー場で行われました。

　消防操法大会は、消防団の消防操法訓練の基礎を養

い、消防技術の向上や火災防御体制の強化を図るため

行われます。競技は、ポンプ車操法の部と小型ポンプ

操法の部の２種目が行われ、南会津町消防団からは、

昨年の町予選で優勝した田島支団第１分団第１部（ポ

ンプ車操法の部）と田島支団第１分団第６部（小型ポ

ンプ操法の部）が出場しました。

　大会では、５月から早朝訓練に励んでいた両チーム

とも、日頃の訓練の成果を十二分に発揮し、見事に両

種目で優勝しました。

　両チームは、８月に開催される福島県消防操法大会

に出場することになります。さらなる好成績を期待し

ます。

　りんどうスポ少女子ソフトボール部は、６月に行わ

れた県総体で優勝し、全日本小学生女子ソフトボール

大会に県代表として出場します。

　７月１日、メンバーを代表して主将の稲月百花さん

らが町長室を訪れ、大宅町長に全国大会の出場あいさ

つを行いました。稲月主将が「全国大会では、上を目

指して一試合一試合がんばってきます。」と抱負を述

べると、大宅町長は「おめでとうございます。身体に

気をつけて、練習した成果をしっかり発揮して、がん

ばってきてください。」と激励しました。

　全国大会は８月７日に岩手県で開幕します。

写真上：田島支団第１分団第１部（田島第１地区）

写真下：田島支団第１分団第６部（田部地区）

もりの案内人から「ヤマナラシ」の説明を聞く参加者

全国大会に出場するりんどうスポ少のメンバー
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みんなで楽しんだ流しそうめん

大宅町長に火災報知機を手渡す
鈴木社長(中央)と上野常務(左)

指導を受けながら鮎の友釣りを楽しむ参加者

桧沢保育所で「流しそうめん」

　■７月７日

　桧沢保育所の園庭で、流しそうめんが行われ、園児た

ちは流れてくるそうめんを一生懸命箸でつかみ、おいし

そうに食べていました。

　当日は大豆渡老人クラブの会員も招待され、そうめん

を食べながら園児との交流を楽しみました。

　今年度限りで閉所となる同保育所の先生は、「地域の

人の協力がとにかくすばらしい保育所です。地域の人に

はとても感謝しています」と話していました。

　この日も、大豆渡ボランティア会が、会場設営からそ

うめんを流すまで裏方として活躍していました。

町に住宅用火災報知機を寄贈

「初心者鮎釣り講習会」開催

「南会津掃除に学ぶ会」活動報告

　■７月８日

　会津若松市のアイネットは、町に住宅用火災報知機

２５０個を寄贈されました。

　同社の鈴木洋社長と上野かずえ常務が町長室を訪れ、

大宅町長に手渡されました。

　同社は、創業２０周年事業として多くの自治体に火災

報知機を寄贈されています。

　町では、民生委員などの意見を聞きながら配布先を決

定します。

　■７月２４日

　伊南地域の伊南川で、南会津非出資漁業協同組合伊南

支部主催による「初心者の鮎釣り講習会」が行われまし

た。

　県内外より３６名が参加し、鮎釣界の巨匠、野島玉造

氏（群馬県在住）や、野島氏が理事長を務める Nojima 

Fishing School（ＮＦＳ）の会員に、鮎の習性を活かし

た鮎の友釣りについて説明を受けながら、澄み切った清

流伊南川で鮎の友釣りを楽しみました。

　■６月２０日　　田島高校　参加者１７２名

　田島高校では高校の奉仕作業に併せて実施し、

生徒や保護者、一般にも参加を呼びかけて会津掃

除に学ぶ会会員、南会津掃除に学ぶ会会員など多

くの方が参加し、トイレ掃除を行いました。

　参加した生徒からは、「トイレ掃除はやりたく

ないと思ったけど掃除をしているうちに楽しくな

ってきた」「トイレがキレイになっていくと同時

に自分の気持ちも清々しくなってきた」「トイレ

掃除は初めてだったけど、やってよかった。また

機会があったらやってみたい」などの感想が寄せ

られました。

　■７月１７日　　伊南中学校　参加者２４名

　伊南中学校では部活動などと重なったため、

生徒や保護者の参加者が少なくなってしまいま

したが、参加者は暑さにめげずに汗だくになっ

て、トイレ掃除を行いました。参加した保護者

や先生からは、「初めて本気でトイレの便器を

洗ったが、汚れが落ちるのが気持ちよかった」

などの感想があり、生徒でただ一人参加した平

野未万さんと渡部校長先生に掃除の会より記念

品が贈呈されました。
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４
（
５
２
１
）
７
１
２
４

　

tochi_m
izu@

pref.fukushim
a.jp

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
相
談
し
て
「
心
の
健
康
」
を
取
り
戻

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
心
の
健
康
相
談

　

８
月
20
日
（
金
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

９
月
15
日
（
水
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
保
健
福
祉
事

務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

※
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
保
健
師

に
よ
る
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
悩
み

を
持
っ
て
い
る
方
や
そ
の
家
族
の
方
の
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
個
人
の
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
電
話
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

　

本
年
度
の
町
の
敬
老
会
を
、
左
記
日
程
に

て
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
独
自
の
敬
老
会
開
催
や
温
泉

入
浴
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み

で
長
寿
を
祝
い
、
地
域
の
中
で
支
え
あ
う
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
各
行
政
区
に
「
南
会
津
町
敬
老
の

心
交
付
金
」
を
交
付
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
９
月
18
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～

　

（
４
地
域
同
時
開
催
）

　

御
蔵
入
交
流
館
（
田
島
地
域
）

　

舘
岩
会
館
（
舘
岩
地
域
）

　

伊
南
会
館
（
伊
南
地
域
）　

　

南
郷
第
二
小
学
校
（
南
郷
地
域
）　

　

町
内
在
住
の
75
歳
以
上
の
方

　

金
婚
夫
婦
表
彰
者

　

金
婚
夫
婦
表
彰
、
敬
老
祝
金
贈
呈
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン

　

本
庁
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

℡

℡

平
成
22
年
度
敬
老
会
の
お
知
ら
せ

成
年
後
見
に
関
す
る
無
料
相
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　

  

の
お
知
ら
せ

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

問 内

Ｆア

問℡

℡日

日

日日申

場

対 日場

問

問問

℡

℡

『
ふ
く
し
ま
の
水
文
化
』
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

℡ 問問問 ℡℡
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県
と
県
労
働
委
員
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
職

場
の
中
で
起
き
て
い
る
賃
金
や
労
働
条
件
を

め
ぐ
る
労
使
間
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
出

張
相
談
会
（
秘
密
厳
守
）
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
労
使
困
り
ご
と
相
談
は
、
左
記
相

談
会
以
外
で
も
、
来
所
、
電
話
、
メ
ー
ル
で

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
県
中
方
部

　

平
成
22
年
10
月
24
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

郡
山
市
勤
労
福
祉
会
館

■
い
わ
き
方
部

　

平
成
22
年
10
月
24
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

県
い
わ
き
合
同
庁
舎
南
分
庁
舎

■
県
北
方
部

　

平
成
22
年
10
月
31
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

福
島
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

■
会
津
方
部

　

平
成
22
年
10
月
24
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
津
若
松
市
中
央
公
民
館

　

県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
５
９
４

　

labour-rc@
pref.fukushim

a.jp

け
た
取
り
組
み
や
食
品
衛
生
法
な
ど
に
基
づ

く
食
品
表
示
制
度
な
ど
を
、
わ
か
り
や
す
く

紹
介
す
る
講
座
、
「
食
の
安
全
・
安
心
ア
カ

デ
ミ
ー
（
消
費
者
コ
ー
ス
）
」
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
第
１
回

　

平
成
22
年
９
月
７
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

　

会
津
若
松
合
同
庁
舎
新
館
２
階
大
会
議
室

　

・
食
を
め
ぐ
る
最
近
の
現
状　

　

・
家
庭
で
の
食
中
毒
予
防

　

・
添
加
物
や
残
留
農
薬
っ
て
な
ー
に

　

な
ど

■
第
２
回

　

平
成
22
年
９
月
14
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

　

会
津
若
松
合
同
庁
舎
新
館
２
階
大
会
議
室

　

・
地
域
に
お
け
る
農
産
物
の
安
全
に
関
す

る
取
り
組
み

　

・
よ
く
わ
か
る
食
品
表
示 

な
ど

　

本
庁
住
民
生
活
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
住

民
課
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
の
上
、
8
月

31
日
ま
で
に
、
県
消
費
生
活
課（
〒
９
６
０

-

８
０
４
３ 

福
島
市
中
町
８
番
２
号
）
ま

で
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

福
島
県
消
費
生
活
課　

食
の
安
全
・
安
心

　

ア
カ
デ
ミ
ー
係　

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
１
８
０

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
９
８
２

　

県
で
は
、
毎
年
８
月
21
日
の
「
福
島
県
民

の
日
」
を
記
念
し
、
“
う
つ
く
し
ま
、
ふ
く

し
ま
。
”
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
と
し

て
各
市
町
村
の
協
力
の
も
と
、
公
共
施
設
の

無
料
開
放
や
協
賛
行
事
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
（
詳
し
く
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

本
町
で
は
、
左
記
の
施
設
を
無
料
開
放
し

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
無
料
開
放
日

　

平
成
22
年
８
月
22
日
（
日
）

■
無
料
開
放
施
設

　

・
奥
会
津
博
物
館

　

・
奥
会
津
博
物
館
南
郷
館

　

・
奥
会
津
博
物
館
伊
南
館

　

・
び
わ
の
か
げ
運
動
公
園
プ
ー
ル

　

・
会
津
田
島
祇
園
会
館

　

・
旧
南
会
津
郡
役
所　

　

・
前
沢
曲
家
資
料
館

　

入
場
（
館
）
者
全
員

※
当
日
は
、
入
場
（
館
）
料
の
み
が
無
料
と

な
り
、
そ
の
他
の
販
売
物
等
は
通
常
ど
お

り
で
す
。

　

本
庁
総
合
政
策
課
地
域
振
興
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
４
０

　

南
会
津
保
健
所
で
は
、
犬
の
正
し
い
し
つ

け
方
法
を
身
に
つ
け
、
犬
と
人
間
の
よ
り
豊

か
な
関
係
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
飼

い
犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
料
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
学
科

　

平
成
22
年
９
月
22
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

　

南
会
津
保
健
所
１
階
会
議
室

■
実
技

　

平
成
22
年
９
月
29
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

　

田
島
体
育
館

※
実
技
の
み
の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
（
学
科

の
み
の
受
講
は
可
能
で
す
）

　

南
会
津
郡
内
の
犬
の
飼
養
者
ま
た
は
飼
養

　

予
定
者

　

概
ね
10
家
族
10
頭
ま
で

　

無
料

　

電
話
で
「
犬
の
し
つ
け
方
教
室
参
加
申
込

書
」
を
請
求
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

〒
９
６
７-

０
０
０
４　

　

南
会
津
町
田
島
字
天
道
沢
甲
２
５
４
２-

２
南
会
津
保
健
所 

衛
生
推
進
課

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
８

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
１
０

　　

最
近
、
食
の
安
全
・
安
心
を
揺
る
が
す
事

件
が
多
発
し
て
お
り
、
食
へ
の
不
安
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
こ
う
し
た
不
安
を
解
消
す
る
た

め
、
消
費
者
を
対
象
に
食
の
安
全
確
保
に
向

℡

℡

℡

℡ 町
内
施
設
無
料
開
放
の
お
知
ら
せ

飼
い
犬
の
し
つ
け
方
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

食
の
安
全
・
安
心
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　

受
講
者
募
集
の
お
知
ら
せ

問

問

問

問

ア

Ｆ

Ｆ

日

日

日

日

日日

日日 場

場

場

場

場場内 内

対

対

定料申

申

場場 職
場
の
労
使
困
り
ご
と
相
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ
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区分 平成２２年１１月３０日までに申請 平成２２年１２月１日以降に申請
平成２２年７月３１日まで

に支給要件に該当 「８月分」から支給されます 「申請日の翌月分」から支給されます

平成２２年８月１日から
同年１１月３０日まで

に支給要件に該当

「要件に該当した日の翌月分」から
支給されます 「申請日の翌月分」から支給されます

平成２２年１２月１日以降
に支給要件に該当 「申請日の翌月分」から支給されます

　平成２２年８月１日から父子家庭の父親にも児童扶養手当が支給されます。

　児童扶養手当を受給するためには申請が必要となります。支給要件や所得制限を確認のうえ、

該当する方は平成２２年１１月３０日までに忘れずに手続きをしてください。

◆支給要件

　次の1から5のいずれかに該当する子どもについて、父がその子どもを監護し、

かつ、生計を同じくしている場合。

　１. 父母が婚姻を解消した子ども

　２. 母が死亡した子ども

　３. 母が重度の障害の状態にある子ども

　４. 母の生死が明らかでない子ども

　５. その他（母が１年以上拘禁されて

　　　　　　 いる子どもなど）

　※ただし、次のような場合は手当ては支給されません。

　　①請求者や児童が公的年金を受けることができる場合

　　②対象となる児童が児童福祉施設等に入所している場合

　　③対象となる児童が日本に住所を有しない場合　など

　児童扶養手当は、受給資格者

本人の前年の所得が右表の金額

未満であり、かつ、生計を同じ

くする受給資格者本人以外の対

象児童の扶養義務者（同居の直

系血族及び兄弟姉妹等）の前年

の所得が、右表の金額未満の場

合に限り、受給することができ

ます。（扶養親族が６人以上の

場合は、下記窓口にお問い合わ

せください）

◆所得制限

　受給資格者が監護、養育する

子どもの数や所得等により、10

円刻みで決められます。

◆手当の額（月額）

◆手当の支払い

◆申請およびお問い合わせ

　認定されると申請した翌月から手当が支給されます。※1

　支払いは、年３回、４カ月分の手当が指定の口座に振り

込まれます

　児童扶養手当を受けるには、右記窓口で次の書類を

添えて申請手続きをしてください。 児童扶養手当担当窓口

※1 申請時期および支給要件該当時期により異なりますのでご注意ください（下表参照）

父子家庭の方も児童扶養手当支給の対象となりました

受給資格者本人 生計を同じくする扶養義務者
扶養親族
等の数

前年の所得 扶養親族
等の数 前年の所得

全部支給 一部支給
０人 190,000円 1,920,000円 ０人 2,360,000円
１ 570,000 2,300,000 １ 2,740,000
２ 950,000 2,680,000 ２ 3,120,000
３ 1,330,000 3,060,000 ３ 3,500,000
４ 1,710,000 3,440,000 ４ 3,880,000
５ 2,090,000 3,820,000 ５ 4,260,000

区　分 全部支給 一部支給

対象児童１人 月額 ４１，７２０円 所得に応じて月額９，８５０円から
４１，７１０円まで１０円刻みの額

対象児童２人 児童が１人のときの額に５，０００円を加算
対象児童３人以上 ３人目から児童が１人増すごとに３，０００円を加算

支給対象月 支給月
８月～１１月 １２月
１２月～３月 ４月
４月～７月 ８月

本庁健康福祉課社会福祉係   ℡0241－62－6170

舘岩総合支所住民課　℡0241－78－3325

伊南総合支所振興課　℡0241－76－7713

南郷総合支所振興課　℡0241－72－2225

● 請求者と対象児童の戸籍謄本
● 請求者と対象児童が同居する世帯全員の住民票
● 請求者名義の通帳
● 印鑑
その他、支給要件によって他に書類が必要となることがあります
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国勢調査を実施します

平成２２年１０月１日

　平成２２年１０月１日現在で全国一斉に国勢調査を行います。

　9月下旬から調査員が各世帯を訪問しますので、調査へのご理解とご協力をお願いします。

●国勢調査は、日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。

●平成２２年国勢調査は、我が国が本格的な人口減少社会となって実施する最初の国勢調査で、

日本の未来を考えるために欠くことのできない最新の人口・世帯の実態を明らかにする重要な

調査です。

●調査結果は、さまざまな法令で使われるほか、社会福祉、雇用対策、生活環境の整備など、私

たちの暮らしのために役立てられます。

平成２２年国勢調査の調査方法が変わります

■調査票は、封入して提出する方法に変わりました。

　各世帯のプライバシーを守る観点から、全ての世帯で調査票を封入して提出する方式が導入さ

れました。

　調査票は、世帯が「封入提出用封筒」に入れ、封をして調査員へ提出します。

　調査員は、開封せず、封をしたまま町へ提出します。（調査員による調査票の内容確認は行わ

れません）

■調査票は、調査員に提出するほかに、郵送で提出することができます。

　単身世帯・共働き世帯の増加や居住形態の多様化などにより、調査員が世帯や住居を再三訪問

しても面接できず、調査票の回収が困難になることが想定されることや、調査員との面接に都合

をつけにくい人のため、今回の国勢調査では、世帯が容易に調査票を提出できるように調査員に

提出する方法のほか、郵送提出による方法も可能になりました。

■調査項目が変更となりました。

　調査項目についての見直しが行われ、「家計の収入の種類」、「就業時間」の項目が削除されま

した。

かたり調査にご注意ください！！

　国勢調査の調査員をよそおって、個人情報を聞き出す「かたり調査」が予想されますので、ご

注意ください。

　国勢調査員は「国勢調査員証」や「腕章」を身につけています。不審に思われた場合には、下

記国勢調査担当までお問い合わせください。

　国勢調査（人口センサス）は、世界各国で実施されています。

　国際連合は、食料、エネルギー、環境などの地球規模の諸課題に適切に対応するため、世界各

国に2010年を中心に人口センサス計画への参加を勧告しており、我が国の国勢調査はこの一環と

して実施します。

　この世界人口センサス計画には、日本を含め、世界で200以上の国・地域が参加して実施され

ます。 4 月はアメリカ、 5 月はインドネシア、 7 月はタイで実施され、11月には、中国と韓国で

実施されます。

本庁総合政策課									℡0241－62－6210

舘岩総合支所振興課　℡0241－78－3330

伊南総合支所振興課　℡0241－76－7715

南郷総合支所振興課　℡0241－72－2900

国勢調査に関するお問い合わせは、下記まで

お願いします。

国
勢
調
査

ひ
と
く
ち
メ
モ
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アナログ放送完全停波まで１年を切りました！

地デジの準備は大丈夫ですか？！

注意① アナログ放送が受信できるところでも、デジタル放送が
受信できない場合がありますのでご注意ください！

注意② アナログ放送で通常のテレビ放送が見られるのは、平成
２３年６月３０日までですのでご注意ください！

注意③ 地デジを口実にした詐欺が発生していますので、身にお
ぼえのない工事や代金請求にはご注意ください！

　来年７月２４日で今までの地上アナログ放送（以下、アナログ放送）は終了し

ます。これに代わり、地上デジタル放送（以下、デジタル放送）が導入され、そ

れに伴い、各ご家庭でもテレビをデジタル放送対応にしていただく必要がありま

す。デジタル放送の番組を見るためには、デジタルテレビに買いかえるか、お手

持ちのアナログテレビに「地上デジタルチューナー」をつなぐなどの必要があり

ます。

　また、下記のようなこともありますので、余裕を持って準備をしてください。

　アナログとデジタルは、電波の送り方(伝送方式)が違います。そのためアナログ

はゆっくりとうねりながら進むため、多少陰になっても受信できましたが、デジタ

ルは小さな凹凸状の波で進むため、物陰だと受信できないことがあります。「デジ

タルテレビを買って接続したが、テレビが見られない･･･」というケースもかなりあ

りますので、お早めに準備をしてください。

　平成２３年７月１日以降は、アナログ放送終了の「お知らせ画面」が映るだけで、

アナログ放送では通常のテレビ番組は流れません。アナログ放送でテレビ番組を見

ることができるのは、平成２３年６月３０日までですので、ご注意ください。

　平成２３年７月２４日には、アナログ放送は完全に停波し、「お知らせ画面」も

表示されない、いわゆる「砂嵐」になります。

　地デジ対応で、総務省やテレビ局、その他関係機関がお金を請求することは一切

ありません。このような請求を受けたときは、すぐには支払わず、東北総合通信局

（℡022-221-0700）や警察署、消費生活センターへご相談ください。

本庁総合政策課									℡0241－62－6210

舘岩総合支所振興課　℡0241－78－3330

伊南総合支所振興課　℡0241－76－7715

南郷総合支所振興課　℡0241－72－2900

または、デジサポ福島　　							℡024－505－1010

地デジに関するお問い合わせは、下記までお願いします。
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オオキンケイギクソウの駆除について

スポーツ＆カルチャーフェスティバル in たじまＳＡＴＯ Ｅ 

■８月２１日（土）

　８：３０	 オープニングセレモニー（野球場）

	 ＊ダイナミック南会津によるダンス演技

１０：０５	 始球式、硬式・軟式野球試合開始（野球場ほか各会場）

１２：１５	 マーチングバンド・チアダンス演技（野球場）

１２：２５	 始球式、ソフトボール（ソフトボール場）

１３：００	 駅伝部監督による駅伝教室（多目的競技場）

１７：３０	 吹奏楽部サマーナイトコンサート（御蔵入交流館）

■８月２２日（日）

　８：３０	 チアダンス演技（野球場）

　９：１０	 軟式野球決勝戦（野球場）

　９：１５	 スポ少ソフトボール教室（ソフトボール場）

１１：００	 硬式野球決勝戦（野球場）

１３：３０	 閉会式・閉会セレモニー・マーチングバンド演技（野球場）

≪スケジュール≫

　ＳＡＴＯＥスポーツ＆フェスティバルは、今年で 6 回目を迎えます！

　今年は、北海道栄高等学校野球部も、フェリーに乗ってフェスティバルにやって来ます！

　そのほか、ソフトボールでは、新たに「会津学鳳高等学校」の参加、軟式野球では、さいたま

市立田島中学校（同名）と地元中学校との交流試合も繰り広げられます。

　さらに、吹奏楽サマーナイトコンサートでは、隣町の下郷中学校の参加もあり、フェスティバ

ルの輪が毎年広がってきています。

　町民の皆さん、ご家族揃ってぜひ応援にきてください！

　詳しい内容は、新聞折り込みチラシにより、後日お知らせします。

　右の写真の花を見かけた人はいませんか？

　最近、町内でも数多く見かけるようになりました。花の名前は「オ

オキンケイギク（大金鶏菊）」といい、高さは30㎝～ 70㎝ほどで、５

～７月に黄色やオレンジ色のコスモスによく似た花を咲かせます。日

本の自然に適応し野生化した外来種の一種です。その強い生命力から、

荒れ地でもきれいな花を咲かせるため緑化用として種子が播かれ、全

国に広がっていきましたが、生態系に対する影響が大きい外来種であることから、平成１８年２

月１日からブラックバスなどと同じ「特定外来生物」に指定されました。「特定外来生物」に指

定された生物は、飼育、栽培、保管、運搬、といった取扱いが規制され、防除等が行われること

とされています。

【オオキンケイギクの防除について】

　可憐な花であるため刈り取りには抵抗を感じる方も多いかもしれません。しかし、極めて強い

生命力を持つ植物で、いまや全国の河川敷や道路沿いなど随所に群生しており、在来種に影響を

及ぼすことが危惧され、西日本では大きな問題となっています。

　このため一人ひとりが防除の必要性を認識することが必要です。

【オオキンケイギクの防除対策について】

○ 種を播くなど栽培をしてはいけません。

○ 草刈機などによって刈り取り、除去しましょう。ただし、結実後の刈り取りは種子を拡散さ

せる恐れがありますので、できる限り結実前に刈り取りましょう。

○ できれば根も掘り起こして処分しましょう。

【問い合わせ】　本庁農林課農政係　℡0241-62-6220
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日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

　８月１７日 火
２ 歳 児 歯 科 健 康 診 査

（舘岩･伊南･南郷地域）
12：30 ～ 13：00 伊 南 会 館

【舘岩･伊南･南郷地域のお子さん】

平成20年４～９月生まれ

　８月１８日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

平 成 2 2 年 ４ 月 生 ま れ

　８月２５日 水 １歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平 成 2 1 年 ２ 月 生 ま れ

　９月１５日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平 成 2 2 年 ５ 月 生 ま れ

　９月１６日 木 ２ 歳 児 歯 科 健 康 診 査 12：30 ～ 13：00
【 田 島 地 域 の お 子 さ ん 】

平成20年8 ～９月生まれ

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

　８月２６日 木
乳 幼 児 健 康 相 談

（舘岩･伊南･南郷地域）
9：30 ～ 9：45 伊 南 会 館

【舘岩･伊南･南郷地域のお子さん】

平 成 2 1 年 6 ～ ８ 月 生 ま れ

平成21年12月～平成22年2月生まれ

　９月　９日 木 乳 児 健 康 相 談 13：30 ～ 13：45

保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

【 田 島 地 域 の お 子 さ ん 】

平成22年２～３月生まれ

　９月１４日 火 １ 歳 児 健 康 相 談 13：30 ～ 13：45
【 田 島 地 域 の お 子 さ ん 】

平成21年８～９月生まれ

◆乳幼児健康診査

※地域の指定のないものは全地域対象です。

※日程が変更になることがあります。通知をご確認下さい。

◆乳幼児健康相談

『南会津町食育フェア』開催のお知らせ

『食から始まる健康なまちづくり』をテーマと

した、南会津町食育フェアを開催します。

　地元農産物の直売や肥料づくり講習会、郷土

料理・行事食の紹介、カロリー当てゲームなど

が行われるほか、南会津町の食に関する様々な

ブースがありますので、ぜひお越しください。

　日 時：平成２２年９月４日（土）　
　　　　　　午前１０時～

　場 所：御蔵入交流館

詳細および不明な点は、南会津町保健センター

（℡ 0241-62-6610）までお問い合わせください。

８・９月の健診（検診）のご案内

カンピロバクターによる

　食中毒にご注意ください

【特徴】

　・ここ数年、急速に発生が増えている食中毒菌で、日本で一番多く発生している食中毒です。

　・食べてから発症するまで、2 ～ 5日間と潜伏時間が長いです。

　・症状は、下痢・腹痛・発熱・吐き気・頭痛・悪寒・倦怠感などです。

　・「ギラン・バレー症候群」を発症することがあると指摘されています。

　・ニワトリ・ウシ等の家畜をはじめ、ペット、野生動物などあらゆる動物が保菌しています。

　・少ない菌量で発症します。

　・カンピロバクターに汚染された食品や飲料水を摂取して感染する他、
　　　動物との接触によってヒトに感染する場合があります。

【原因食品】

　鶏肉・牛生レバーに多い

　（特に牛生レバー、鶏レバーやささみの刺身、鶏わさなど
   の半生製品、加熱不足の調理品が多い）

【問い合わせ】

　福島県南会津保健所　

　生活衛生部衛生推進課　℡ 0241-63-0308

【予防方法】

　食材は区別して処理・保存する

   １．食肉は他の食品と器具や容器を分けて処理や保存を行う
   ２．食肉を扱った後は手を洗ってから他の食品を扱う
   ３．食肉に触れた調理器具等は使用後洗浄・殺菌を行う

　食品は十分に加熱調理する

   （カンピロバクターに汚染されても、十分に加熱調理すれば
    予防できます）
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　・秋の対象は、３か月～９０か月（７歳６ヶ月）未満で、２回終了していないお子さんです。

　　※BCG予防接種を受けていないお子さんはBCGを優先して接種してください。

　・母子手帳と該当する予防接種予診票に必要事項を記入し、持参してください。

　・下痢をしている場合は接種できません。

　・体温は会場で測定します。

　・医療機関を受診している場合には、担当医師に予防接種を受けてもよいか

　　ご確認ください。

　・予防接種の説明書（配布されている予防接種手帳や予防接種便利帳など）

　　を読んで、予防接種についてご理解の上、会場へおこしください。

　・接種の前に別の予防接種を受けている場合は、接種間隔にご注意ください。

　・できる限りご自分のグループでお受けください。

　・Ａ、Ｂグループの方で、Ｃグループへの接種を希望される場合は、保健

　　センターまたは各総合支所住民課にご連絡ください。

　　（ワクチンが不足する場合があるため）

グループ 対象地域 実施日 受付時間 会場

Ａ

田島地域（新町・西町・上町・後原・上中町・

　　　　　大町・中町・本町・東町・横町・

　　　　　宮本・折橋・田部原１・田部原２）

舘岩地域

９月８日（水） 13：00 ～ 14：00
南会津町保健センター

（御蔵入交流館内）

Ｂ

田島地域（永田・今生・松下・丹藤・長野・

　　　　　田部・水無・小出原・栗生沢・針生・

　　　　　黒沢・大豆渡・金井沢・福米沢・

　　　　　上塩江・下塩江・高野・中荒井・

　　　　　川島・関本・藤生・古今・糸沢・

　　　　　羽塩・滝原）

10月13日（水） 13：00 ～ 14：00
南会津町保健センター

（御蔵入交流館内）

Ｃ 伊南地域・南郷地域 ９月１日（水） 14：00 ～ 14：30 南郷保健福祉センター

小児救急電話相談

８・９月の日曜当番医

８月１５日 馬場医院 TEL 0241-62-0141

　　２２日 なかやクリニック TEL 0241-73-2036

　　２９日 小野木クリニック TEL 0241-76-7780

９月　５日 愛輝診療所 TEL 0241-78-8688

　　１２日 あべクリニック TEL 0241-62-8733

　　１９日 みなみあいづ眼科 TEL 0241-63-3011

　　２６日 きむらクリニック TEL 0241-62-5576

※ 午前中のみの診察となります　ご注意ください

■保健センター開放日■

　就学前のお子さんとその保護者の方を対象に、

保健センターを開放しています。ご利用ください！

【伊南保健センター「すこやか」】

　毎週火曜日１０：００～１２：００

このページの記事に関するお問い合わせは・・・

田島地域　南会津町保健センター　℡ 0241 － 62 － 6180

舘岩地域　舘岩総合支所住民課　　℡ 0241 － 78 － 3325

伊南地域　伊南総合支所住民課　　℡ 0241 － 76 － 7713

南郷地域　南郷総合支所住民課　　℡ 0241 － 72 － 2225

小さいお子さんをお持ちの保

護者の方で、夜間の子どもの

急な発熱などに、どう対処し

たらいいかわからないときは、

短縮ダイヤル	＃８０００

に電話にしてください。小児

科医師や看護師が相談に応じ

てくれます。

午後７時から翌朝８時まで年

中無休で対応してくれます。

ポリオ予防接種のご案内

　ポリオ予防接種は、春と秋に集団で行う予防接種です。お住まいの地域がどのグループかをご確

認の上、下記日程で受けてください。

　大事な予防接種です。まだ受けてない子には必ず接種するようにしてください。

ポリオ予防接種の注意事項
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Q．南会津町に住んでいて暮らしやすさを

　　感じるのはどんなところですか。

　　（3つ選んでください）

※すべての年代において、「自然が豊か
である」が一番多く、次いで「災害や
公害がない」、「人々の情が厚い」の順
でした

※６０歳代以外のすべての年代におい
て、「魅力ある働く場所がない」が最も
多かったです。地域別にみると、舘岩・
伊南・南郷地域において、「買い物が不
便である」が最も多かったです

Q．南会津町に住んでいて不便や不満を

　　感じるのはどんなところですか。

　　（3つ選んでください）

　広報みなみあいづ７月号でお知らせしましたとおり、町で現在作業を進めています「第２次総合
振興計画」（平成２３年度から平成３２年度までの１０年間）の策定に向けて行った住民アンケート
調査結果の一部を報告します。

 ※ 住民アンケート調査実施概要については、７月号をご覧ください

Q.合併してよくなったことは？
　・交流が広域的になり、個々人に広い視野を持たせるようになってきている。
　・自宅地域以外の支所でも住民票や印鑑証明がもらえるので便利になった。
　・つどいの広場や保育所の交流行事により他地域にも友達ができ、子も親も楽しく感じる機会が
　　増えた。

Q.合併して悪くなったことは？
　・水道料金が高くなった。
　・住所に旧町村名がなくなり寂しい。
　・集団予防接種など今まで近くでできていたが、遠くまで行かないとできなくなったので不便。

Q.町の将来を担う町民像は？
　・地域で何かやろうとする「元気な人」、｢アイデアマン」そして、それに協力してくれる人。
　・思考と実行をくりかえし行い、あきらめない人。
　・老若関係なく、みんな笑顔でいられる町民。

Q.町づくりのため必要な役場職員像は？
　・広い視野をもった柔軟性のある職員。
　・専門的知識を持ち、それをまちづくりに活かせ、なおかつ町民から信頼される職員。
　・町民の立場に立って、一緒に考えてくれる職員。

Q.行財政の健全化のために必要なことは？
　・税金の使い道のオープン化と、それを評価・検証するシステムの構築。
　・無駄なことをやめ、効率的な行財政の運営を図る。
　・歳出の削減には限界があるので、歳入の増加を検討する。

振興計画アンケート結果　Part2

住民アンケート調査での主な自由記述内容等（一部抜粋）

自然が豊かである 魅力ある働く場所がない

災害や公害がない 老後の生活が不安である393人（61.5%） 244人（38.2%）
552人（86.4%） 338人（52.9%）

人々の情が厚い 買い物が不便である248人（38.8%） 233人（36.5%）
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　南会津建設事務所では、地域の皆さんの暮らしを支える道路

や河川などの社会資本の整備や維持管理、そして、さまざまな

地域づくり活動への支援などを行っています。

　そこで、南会津の地域特性や近年の社会経済情勢の変化など

を踏まえ、これからの地域づくりに向けた事務所の指針となる

『南会津建設事務所「地域ビジョン」』を策定しました。

　このビジョンに基づき、地域の皆さんに愛される社会資本整

備を行っていきます。

ふるさとへの愛着と誇りに満ちた地域の

人々とともに、人と人との絆を大切に、

多くの来訪者へのおもてなしの心を持ち

ながら、美しい豊かな地域の価値を高め、

快適に暮らせる潤いと活力のある地域の

形成を目指します

① 美しく豊かな地域資源の価値を高める地域
　づくりへの支援

③ 地域の持続可能な生活を支える生活基盤の
　　強化と、適切な維持管理による安全で安心　
　　な暮らしの確保

② 広域的な交流・連携を推進し交流人口の拡
　大を支援する広域交通ネットワークの強化

④ 冬期間における道路交通網の確保

観光地への安全で円滑なアクセスの確保や、

ソフト・ハード両面から地域づくり活動に

対する支援を行います

大内宿や戸赤地区への

アクセス道の整備によ

り、期待される地域間

交流促進

：県道下郷会津本郷線

　　　　　　（下郷町）

土砂流出から民家や幹

線道路を守る築堤工

：芦ノ沢（只見町）

地吹雪から、冬期の交

通を守るスノーシェル

ター

：国道289号(南会津町)

県南地域、関東圏との

新たな交流をもたらし

た甲子道路

：国道289号（下郷町）

日常生活に身近な社会基盤の整備や、医療・

福祉を支える生活拠点間のアクセス強化を

進め、計画的できめ細やかな施設の維持管

理に努めます

地域間交流の支援のため、甲子道路及び八

十里越による横軸と、会津縦貫南道路によ

る縦軸や、それらを補完する広域交通基盤

の整備を推進します

豪雪から住民の足を守り雪国の暮らしを支

えます

■問い合わせ
　福島県南会津建設事務所　℡ 0241-62-5322
　HP　http://www.pref.fukushima.jp/minami-aizu/kensetsu/

活力と美しさに満ちた持続可能な生活・交流圏
～ 思いやりとおもてなしの心をもって ～

基本目標

『南会津建設事務所「地域ビジョン」』 策定

＜地域ビジョン＞

活力と美しさに満ちた

　　持続可能な

　　　生活・交流圏
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　「ありがとう」という言葉は、人の心を美しくする魔法の言葉です。その不思議な言葉を心から

言いあえるまちづくりの実現を目指すことを目的に、「ありがとうのひろがる新しいまち南会津町」

を全国に発信するため、「ありがとうのメッセージ」を募集いたします。それぞれの心の中にある「あ

りがとう」を、そのエピソードを交えて応募してください。

『ありがとうのメッセージ』募集のお知らせ

応募資格 どなたでも応募できます

応募締切 ９月１７日（金）※郵送・FAX・メールの到着日です

部　門
および
文字数

（１）一般部門（高校生以上一般）文字数 ･･･ ４００文字程度

（２）子ども部門（中学生以下）　  文字数 ･･･ ４００文字程度

応募方法

および

注意事項

専用の応募用紙または市販の原稿用紙などで、郵送・ＦＡＸ・メールにてご応募
ください。
注意事項

（１）①部門　②誰（何）にあてたメッセージか　③応募者氏名・年齢・
　　  連絡先（郵便番号・住所・電話番号）を必ず記入し、ご応募ください。

（２）作品は返却しません。応募前にコピー等控えをお取りください。
（３）未発表の作品を、一人１作品でお願いします。
（４）作品に関する一切の権利は、南会津町に帰属するものといたします。
（５）作品は、冊子やインターネット上に記載される場合がありますが、個人
　　  情報についての取扱いには十分注意を払います。

表　彰

（１）一般部門
　　●ありがとう大賞　１編　（５万円）　  ●ありがとう準大賞　１編　（３万円）　
　　●優秀賞　　　　　２編　（２万円）  　●奨励賞　　　　　　３編　（１万円）
　　●特別賞　　　　若干名　（５千円相当町特産品セット）

（２）子ども部門　
　　●ありがとう大賞　１編　（１万円分図書券）
　　●優秀賞　　　　　３編　（５千円分図書券）
　　●奨励賞　　　　　５編　（２千円分図書券）

　※表彰される方には１０月上旬までに個別に連絡をいたします。

表彰式

および

作品発表会

１０月 3 １日 ( 日 )　南会津町　御蔵入交流館文化ホール 

　表彰されるご本人で、１０月３１日に宿泊を希望される方は、無料でお泊り
　いただけます。
　※会場までの旅費については各自ご負担願います。

　※無料でお泊まりいただけるのは、当方で指定した宿泊施設にお泊りいただいた場合です。
　　 また、南会津郡以外の方が対象となります。

主　催 南会津町　南会津町教育委員会　ありがとうのメッセージ発信事業実行委員会

応募先

および

お問い合わせ先

ありがとうのメッセージ発信事業実行委員会
〒 967-0004 福島県南会津郡南会津町田島字宮本東２２番地 

　　　　　　　 南会津町教育委員会生涯学習課内
　　　　　　　 電話：0241-62-6311　FAX：0241-62-6307
　　　　　　　 メールアドレス　arigato@town.minamiaizu.lg.jp
　　　　　　　 ホームページ　http://www.minamiaizu.org/
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新着本紹介のご案内

【児童図書】

世界の島大研究　　　　　　　　　長嶋　俊介∥監修

クラゲ大図鑑　　　　　　　　　　並河　　洋∥監修

ムカシのちょっといい未来　　　　田部　智子∥作

港町ヨコハマ異人館の秘密　　　　山崎　洋子∥著

はなかっぱのだいぼうけん　

　　　　　　　　　　　　　あきやま　ただし∥著

ちいさなあめふりぐも　　　　　せな　けいこ∥作・絵

さよならをいえるまで

　　　　　　　　　　マーガレット　ワイルド∥文

あいつはトラだ！　　　　ガエタン　ドレムス∥作

ねずみさんのおかいもの　　　　　多田ヒロシ∥作

よいしょ　　　　　　　　　　　　三浦　太郎∥作

【一般図書】

鉄砲を手放さなかった百姓たち　　武井　弘一∥著

登れる！富士山　　　　　　　　　佐々木　亨∥著

熊のことは、熊に訊け。　　　　　岩井　基樹∥著

短歌の作り方、教えてください　　俵　　万智∥著

心霊探偵八雲赤い事件ファイル　　神永　　学∥著

定年ゴジラ　　　　　　　　　　　重松　　清∥著

僕らの青春　　　　　　　　　　　半村　　良∥著

ふたたび、時事ネタ　　　　　　　斎藤美奈子∥著

父親再生　　　　　　　　　　　　信田さよ子∥著

持たない暮らし　　　　　　　　　金子由紀子∥著

化石の愛　　　　　　　　　　　　池永　　陽∥著

悪と仮面のルール　　　　　　　　中村　文則∥著

が休館日開館時間：10:00 ～ 18:00

検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

機織りに挑戦してみませんか

　鎌倉、室町、江戸時代と、伊南川流域では麻栽培が盛んに行われ、機織が産業の中心でした。この

たび、伊南地域の方々の善意により、貴重な高織の機織道具を譲り受けましたので、歴史ある麻の反物

づくりの復活と技術の継承を目的として「機織り教室」を、下記のとおり開催することにしました。

興味のある方は、ぜひご参加ください。受講を希望される方は教育委員会伊南分室へご連絡ください。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 ３ 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

8 月の休館日

９月の休館日

【わくわくとしょかんワーク 第２１回】

９月のイベントは「お菓子づくりと読み聞かせ」です。

 ■ 日　時　　平成２２年９月２３日（木・祝日）

　　　　　　  １０：００～

 ■ 場　所　　御蔵入交流館　調理室

 ■ 対象者　　町内在住の小学生　先着１６名

 ■ 参加費　　３００円（材料代・当日徴収）

 ■ 申込方法　図書館カウンターまたは電話でお申し込み

　　　　　　  ください。ただし休館日は除きます。

 ※ くわしくは図書館までお問い合わせください。　

　　　　　　　　　南会津町図書館　℡ 0241-62-5522

図書館のイベントのご案内

日 程 時 間 会 場 内 容

　８月２５日 水 13：15 ～ 16：30 奥会津博物館伊南館 縦糸仕立て

　８月３１日 火 9：30 ～ 14：30 機織り伝承館（商工会伊南支所隣） おさ糸通し

　９月　７日 火 9：30 ～ 14：30 機織り伝承館（商工会伊南支所隣） 機織り操作

　９月１４日 火 9：30 ～ 14：30 機織り伝承館（商工会伊南支所隣） 機織り実演

　９月２８日 火 9：30 ～ 14：30 機織り伝承館（商工会伊南支所隣） 機織り実演

１０月　５日 火 9：30 ～ 14：30 機織り伝承館（商工会伊南支所隣） 機織り実演

１０月１２日 火 9：30 ～ 14：30 機織り伝承館（商工会伊南支所隣） 機織り実演

１０月１９日 火 9：30 ～ 14：30 機織り伝承館（商工会伊南支所隣） 機織り実演

【問い合わせ】教育委員会伊南分室　℡ 0241-76-7718
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小
学
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年
生
～
中
学
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で
の
健
康
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子

参
加
特
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参
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、
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念
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影
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で
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復
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祭
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に
表
彰
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
作
品
の
中
よ
り
当

日
の
復
興
祭
参
加
者
に
試
食
と
し

て
振
る
舞
う
予
定
で
す
。

対
象
　
制
限
な
し

料
理
テ
ー
マ

　
　
　「
油
揚
げ
」
使
用
創
作
料
理

　ふくろうの森合唱団は、平成１９年に健康で豊か

な地域にすることを目的に組織された総合型地域ス

ポーツクラブ「いな夢クラブ」の文化部のひとつと

して活動を行っており、合唱を通して、会員相互の

親睦を深めながら、健康増進を目指して活動してい

る団体です。

　私たちの主な活動は合唱の練習で、毎月第２・第４

月曜日を練習日として、午後７時３０分から午後９

時まで年間を通して活動しています。４年目を迎え

た今は、レパートリーも増え、毎年南会津郡の合唱

交流会に参加したり、地域の行事（文化の祭典やい

なＧＯ！クリスマスパーティー等）にも意欲的に参

加しています。また、今までに手づくり公演や、出

前歌声喫茶交流会なども行い、合唱を通してたくさ

んの人々と触れ合うことができました。

　合唱は、みんなで大きな声を出すことでストレス

解消になっています。また、音を通しての語らいの

場でもあり、大変充実した時間であります。今後は

さらに合唱の輪を広げながら、より美しいハーモニ

ーを目指したいと思います。そのためにもっと会員

を増やしたいです。また、発表の場も広げたいと思

います。例えば、特別老人ホーム慰問、小学生との

交流、いろいろなイベントの参加など・・・

　まだ４年目の合唱団ですので今後長く続くよう、
みんなで話し合いながら楽しく活動していきたいと

■練習日　毎月第２、第４月曜日の夜

■主な練習場所　伊南会館ロビー

■連絡先　佐藤万里子　℡0241-76-2712

ふくろうの森合唱団
いな夢クラブ 文化団体の紹介④

伊南会館での練習の１コマ

思います。皆さんもぜひ一緒に活動してみませんか。

やりたいという方がいらっしゃいましたら、ぜひ練

習日にお越しください。経験者はもちろん初心者で

も合唱に興味のある方なら、老若男女を問わず大歓

迎です。
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で

応
募
方
法

　
自
由
書
式
に
て
料
理
の
レ
シ

ピ
、
作
品
名
、
出
来
上
が
り
の

写
真
を
添
え
て
、
氏
名
・
年
齢
・

住
所
・
連
絡
先
を
記
入
の
う
え

事
務
局
ま
で
郵
送
く
だ
さ
い
。

申
込
み
先

　
烏
峠
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事  

　
務
局

　

住
所

　
〒
９
６
９
│
０
１
０
１

　
　
　
西
白
河
郡
泉
崎
村
泉
崎

　
　
　
字
舘
24
│
９

　

電
話
　
０
２
４
８(

５
３)

４
７
７
７

担
当

　
嶋
村
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会
津
山
口
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　
安
宿
の
夕
日
を
さ
が
す
灯
取
虫

　
　
　
　
　
　
　
酒
井

　
秀
穂

　
花
茗
荷
水
車
の
こ
ぼ
す
水
の
彩

　
　
　
　
　
　
　
堀
田
た
か
女

　
炎
天
の
青
信
号
へ
秒
読
み
す

　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場

　
彩
幸

鴫
山
短
歌
会
（
田
島
地
域
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
星

　
み
わ
子

　
も
こ
も
こ
と
黒
土
分
け
て
馬
鈴
薯
の

　
　
　
　
　
　
　
　
芽
の
出
揃
ひ
ぬ
雨
上
が
り
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
星

　
　
保
子

　
幾
日
も
ま
と
ま
ら
ぬ
短う

た歌
ふ
い
に
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
心
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
開あ

い
た
よ
う
な
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
星

　
　
由
子

　
同
級
の
友
の
死
に
弔
歌
詠
み
し
人

　
　
　
　
　
　
　
　
二
ヶ
月
の
後
忽
然
と
逝
く

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　

風
来
た
る
祭
囃
子
を
戸
口
ま
で

　
　
　
　
湯
田

　
畊
道

　
風
立
ち
て
幣
振
る
ご
と
し
栗
の
花

　
　
　
渡
部

　
古
泉

　
変
貌
の
街
に
祭
燈
籠
と
も
る

　
　
　
　
　
荒
川

　
静
山

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　
余
生
と
は
美
し
く
あ
れ
夏
帽
子

　
　
　
　
　
　
白

　
天
仰
ぐ
向
日
葵
疑
ふ
こ
と
知
ら
ず

　
　
　
　
美
世
子

　

　
訃
に
馳
せ
る
六
月
無
礼
許
さ
れ
よ

　
　
　
　
清

　
子

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　
余
生
な
お
と
き
め
く
心
松
の
花

　
　
　
　
星

　
美
恵
子

　
会
津
路
や
雨
情
の
一
と
日
桐
香
る

　
　
　
河
原
田
光
子

　
母
の
日
や
手
押
車
の
贈
ら
れ
し

　
　
　
　
酒
井

　
栄
子

まちの文芸
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あ
い
づ

　７月２２日～７月２４日にかけて、８００余
年の伝統を持ち、日本三大祇園祭のひとつにも
数えられている『会津田島祇園祭』が盛大に行
われました。
　「日本一の花嫁行列」とも称される七行器行
列のほか、子供歌舞伎の上演や、喧嘩屋台とも
呼ばれる迫力ある大屋台の運行などが行われ、
訪れた人は伝統ある祭りを楽しみました。祭り
の期間中、町は多くの観光客や地元住民などで
にぎわいました。

『会津田島祇園祭』盛大に開催
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